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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月17日(2017.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイルサポート構造において、
　コイルスペーサーと、
　前記コイルスペーサーに接続されるヨークスペーサーと、
　前記コイルスペーサーと前記ヨークスペーサーとに接続されるサポートと、を有し、
　前記サポートは、側面に沿って突起部を有していることを特徴とするコイルサポート構
造。
【請求項２】
　請求項１に記載のコイルサポート構造において、
　前記サポートは、前記突起部が複数形成され、前記複数の突起部同士の間に凹部を形成
していることを特徴とするコイルサポート構造。
【請求項３】
　請求項１に記載のコイルサポート構造において、
　前記突起部は、サポートの外周周りの方向において交互に形成されていることを特徴と
するコイルサポート構造。
【請求項４】
　請求項１に記載のコイルサポート構造において、
　前記コイルスペーサーは、前記サポートと接触する面において前記サポートと接触する
第一の領域と前記サポートと接触しない第二の領域を有することを特徴とするコイルサポ
ート構造。
【請求項５】
　請求項４に記載のコイルサポート構造において、
　前記サポートは、少なくとも２つの方向において対称形状であることを特徴とするコイ
ルサポート構造。
【請求項６】
　請求項１に記載のコイルサポート構造において、
　前記突起部は、ローターの回転軸に対して垂直面を有し、前記垂直面は貫通孔を有し、
前記貫通孔はローターの回転軸方向の延伸方向に延びて形成されていることを特徴とする
コイルサポート構造。
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【請求項７】
　請求項６に記載のコイルサポート構造において、
　前記垂直面は、二以上の仕切りが形成されており、前記仕切りはコイルスペーサーに対
して法線方向に形成されていることを特徴とするコイルサポート構造。
【請求項８】
　請求項６に記載のコイルサポート構造において、
　前記垂直面は、二以上の仕切りが形成されており、前記仕切りは、前記コイルスペーサ
ーの高さ方向の中央位置とヨークスペーサーの端部との間に形成されることを特徴とする
コイルサポート構造。
【請求項９】
　請求項６に記載のコイルサポート構造において、
　前記貫通孔の貫通軸はローターの回転軸に対して傾いていることを特徴とするコイルサ
ポート構造。
【請求項１０】
　請求項１に記載のコイルサポート構造において、
　前記サポートは、前記サポートを前記ヨークスペーサーに対して固定するためのボルト
を受け入れるようにボルト孔が形成されることを特徴とするコイルサポート構造。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のコイルサポート構造において、
　さらに第二のボルト孔を有し、前記第一のボルト孔および前記第二のボルト孔は、前記
突起部同士を結ぶ中心線上であってローターの回転軸方向に配置されることを特徴とする
コイルサポート構造。
【請求項１２】
　回転電機において、
　ステーターと、
　前記ステーターに対して回転するローターと、
　前記ローターの磁極の間に設けられるコイルサポート構造と、を有し、
　前記コイルサポート構造は、
　コイルスペーサーと、
　前記コイルスペーサーに接続されるヨークスペーサーと、
　前記コイルスペーサーと前記ヨークスペーサーとに接続されるサポートを有し、
　前記サポートは側面に突起部を有することを特徴とする回転電機。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の回転電機において、
　前記サポートは、前記突起部が複数形成され、前記複数の突起部同士の間に凹部を形成
していることを特徴とする回転電機。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の回転電機において、
　前記突起部は、サポートの外周周りの方向において交互に形成されていることを特徴と
する回転電機。
【請求項１５】
　請求項１２に記載の回転電機において、
　前記コイルスペーサーは、前記サポートと接触する面において前記サポートと接触する
第一の領域と前記サポートと接触しない第二の領域を有することを特徴とする回転電機。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の回転電機において、
　前記サポートは、少なくとも２つの方向において対称形状であることを特徴とする回転
電機。
【請求項１７】
　請求項１２に記載の回転電機において、
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　前記突起部は、ローターの回転軸に対して垂直面を有し、前記垂直面は貫通孔を有し、
前記貫通孔はローターの回転軸方向の延伸方向に延びて形成されていることを特徴とする
回転電機。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の回転電機において、
　前記垂直面は、二以上の仕切りが形成されており、前記仕切りはコイルスペーサーに対
して法線方向に形成されていることを特徴とする回転電機。
【請求項１９】
　請求項１７に記載の回転電機において、
　前記垂直面は、二以上の仕切りが形成されており、前記仕切りは、前記コイルスペーサ
ーの高さ方向の中央位置とヨークスペーサーの端部との間に形成されることを特徴とする
回転電機。
【請求項２０】
　請求項１２に記載の回転電機において、
　前記磁極の頭部を構成するポールシューを有し、
　隣り合うコイルサポート構造の高さは異なり、
　当該高さは、前記突起部と前記ポールシューの高さの間であることを特徴とする回転電
機。
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